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10
月
14
日
、
第
38
回　

森
の
里
の
秋

ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
２
５
０
０
人
の
来
場
者
数
と
な
っ

た
会
場
で
は
、
飲
食
や
物
販
の
店
舗
が

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
含
め
45
件
出
店
し
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

村
の
小
学
生
に
よ
る
コ
カ
リ
ナ
演
奏
や

中
学
生
の
吹
奏
楽
、
郡
内
高
校
生
の
バ

ン
ド
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
に
来
村
し
た
姉
妹
都
市
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
シ
ェ
ル

ビ
ー
ビ
ル
市
の
訪
問
団
も
来
場
し
た
村

民
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
第
41
回
大
桑
村
駅

伝
大
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
外
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
（
５
区

間
計
10
・
２
㎞
）
で
全
９
チ
ー
ム
が
襷た

す
き

を
繋
ぎ
ま
し
た
。
総
合
順
位
は
１
位
広

域
消
防
南
分
署
チ
ー
ム
、
２
位
大
桑
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
１
チ
ー
ム
、

３
位
大
桑
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

２
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
村
内
の
各
事

業
者
か
ら
協
賛
の
あ
っ
た
５
０
０
発

の
打
ち
上
げ
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
大
桑
村
の
空

に
大
輪
の
花
が
開
き
ま
し
た
。

人
権
週
間

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
法
務
省
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
定
め

る
人
権
週
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
、
木
曽
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
で
は
「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
相

談
で
き
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
に
関
し
て
、
女
性
に
対
す
る
差

別
、
隣
近
所
の
揉
め
事
な
ど
で
お
困

り
の
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所 

 

（
当
村
及
び
隣
接
町
開
所
日
）

●
11
月
29
日
㈬　

13
時
〜
15
時

　

 

上
松
町 

ひ
の
き
の
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
＊
＊
52
‐
２
７
３
６

●
12
月
７
日
㈭　

13
時
〜
16
時

　

南
木
曽
町　

南
木
曽
町
役
場

　

℡
＊
＊
57
‐
２
０
０
１

●
12
月
20
日
㈬　

13
時
〜
16
時

　

大
桑
村　

須
原
地
区
館

　

℡
＊
＊
55
‐
３
１
０
２

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

長
野
地
方
法
務
局
木
曽
支
局 

　

℡
＊
＊
22
‐
２
１
８
６

▲買い物を楽しむ子どもたち

▲小学生のコカリナ発表

▲駅伝のスタートの様子

▲賑わう中央広場

0
月
4
日
、
第
8
回

森
の
里
の
秋

午
後
６
時
か
ら
は
、
村
内
の
各
事

森
の
里
の
秋
ま
つ
り

森
の
里
の
秋
ま
つ
り  

開
催
開
催
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大
桑
村
消
防
団
は
１
４
５
名
が
消

防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

に
は
、
性
別
を
問
わ
ず
多
く
の
人
材

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
消
防
団

で
は
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
は
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ

る
消
防
機
関
で
す
。

　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
な
り
、
火
災
や
地
震
等

の
発
災
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
に

駆
け
付
け
消
火
及
び
救
助
活
動
等
を

行
い
ま
す
。

入
団
資
格

　

村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

〜
45
歳
の
人

主
な
活
動

・
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動

・
発
災
時
に
備
え
た
訓
練

・
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
広
報
活
動

報　

酬

　

消
防
団
員
は
、
他
に
本
業
を
持
ち

な
が
ら
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

屋
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
法
律

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
事
前
に
消
防

署
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
や
消
防
団
が
屋
外
焼
却
を

把
握
し
て
い
な
い
と
、
近
隣
住
民
や

通
行
人
か
ら
の
通
報
等
に
よ
っ
て
出

動
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
焼
却
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
事

前
に
届
出
を
し
た
上
で
、
延
焼
防
止

や
天
候
等
に
留
意
し
、
周
辺
の
住
民

に
も
声
掛
け
を
す
る
等
し
て
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る 

 

廃
棄
物
の
焼
却
行
為

・ 

正
月
の
「
し
め
縄
、
門
松
等
」
を

焚
く
ど
ん
ど
焼
き
、
卒
塔
婆
の
供

養
焼
却
等

・ 

焼
き
畑
、
農
作
業
に
付
随
す
る
畔

の
草
、
稲
わ
ら
等
の
焼
却
と
い
っ

た
農
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
ず
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

・ 
落
ち
葉
等
の
少
量
の
た
き
火
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
そ
の
他

日
常
生
活
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微

な
も
の
等

※ 

例
外
が
あ
っ
て
も
、
苦
情
等
が
あ

れ
ば
指
導
（
焼
却
の
中
止
等
）
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

届
出
方
法

・ 

紙
媒
体
（
役
場
窓
口
ま
た
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
作
成
）

・ 

口
頭
（
役
場
危
機
管
理
係
ま
た
は

消
防
署
へ
電
話
）

届
出
の
項
目

❶ 

償
却
を
す
る
人
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先

❷
焼
却
の
日
時

❸
焼
却
場
所

❹
焼
却
す
る
物

❺
焼
却
す
る
量

性
格
を
併
せ
持
ち
ま
す
が
、
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
額
報
酬
及
び
、
活
動
実
績
に
基

づ
く
活
動
費
が
個
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
金
額
は
役
職
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

組　

織

　

現
在
、
大
桑
村
消
防
団
は
３
分
団

体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
入
団
後

は
各
居
住
地
別
に
、
須
原
地
域
第
１

分
団
、
長
野
地
域
第
２
分
団
、
野
尻

地
域
第
３
分
団
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を

行
い
ま
す
。
他
に
も
、
広
報
活
動
を

行
う
ラ
ッ
パ
班
、
救
護
及
び
警
防
活

動
を
主
と
す
る

女
性
消
防
団
、

Ｏ
Ｂ
団
員
で
組

織
す
る
機
能
別

消
防
団
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

た
き
火
を
す
る
際
に
は
必
ず
届
出
を

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
危
機
管
理
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▼ 

問
い
合
わ
せ
先
・
届
出
先 

総
務
課
危
機
管
理
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０ 

　

FAX
55
‐
４
１
３
４

　

木
曽
消
防
署 

　
　

℡
＊
＊
22
‐
０
１
１
９

　

木
曽
消
防
署　

南
分
署 

　
　

℡
＊
＊
57
‐
３
１
１
９
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大
桑
保
育
園
で
園
児
た
ち
が
育
て
収

穫
し
た
稲
の
脱
穀
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
は
５
月
に
保
育
園
内
の
田
ん

ぼ
で
田
植
え
を
行
い
、
９
月
に
年
中
・

年
長
の
園
児
を
中
心
に
刈
取
り
、
は
ざ

掛
け
で
乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
脱
穀
作
業
は

千
歯
扱
き
や
足
踏
み
式
脱
穀
機
な
ど
を

使
い
、
園
児
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

年
長
の
園
児
た
ち
は
講
師
の
髙
田
隆

一
さ
ん
（
和
村
下
）
か
ら
、
足
踏
み
式

脱
穀
機
の
使
い
方
を
教
わ
り
、
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
作
業
が
始
ま
る
と
、
脱

穀
さ
れ
て
落
ち
て
く
る
た
く
さ
ん
の
籾も

み

を

み
て
、
「
わ
ぁ
！
」
「
な
ん
か
落
ち
て
き

た
！
」
「
お
米
だ
！
」
な
ど
大
き
な
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
積
極
的
に
作
業
を
行
い
、

２
回
３
回
と
作
業
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
体
験
し
た
園
児
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」
や
「
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
採
れ
る

ね
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
脱
穀
作

業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
米
は
11
月
22
日
に
行
わ
れ

る
収
穫
祭
で
、
み
ん
な
で
食
べ
る
予
定
で

す
。

　

村
で
は
野
尻
地
区
の
宅
地
用
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。

刈
取
っ
た
稲
を
お
米
に
し
た
よ

刈
取
っ
た
稲
を
お
米
に
し
た
よ

▲千歯扱きによる脱穀作業

▲足踏み式脱穀機による脱穀作業

宅
地
用
地  

分
譲
中

区　

画
：
３
区
画

場　

所
： 

大
桑
村
大
字
野
尻
（
新
田
１
地
区
） 

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
野
尻
駅
よ
り　

約
１
㎞

そ
の
他
：
上
下
水
道
設
備
整
備
済
み

分譲地

Ｃ
区
画
： 

２
８
９
・
０
１
平
方
メ
ー
ト
ル　

３
１
７
万
９
１
１
０
円

Ｄ
区
画
： 

３
０
０
・
４
２
平
方
メ
ー
ト
ル　

３
３
０
万
４
６
２
０
円

Ｅ
区
画
： 

３
６
１
・
４
７
平
方
メ
ー
ト
ル　

３
９
７
万
６
１
７
０
円

面積・売却価格
　

契
約
日
か
ら
３
年
以
内
に
住
宅
を
建
設
す
る
見
通
し
が
あ
り
、
自

ら
居
住
す
る
人

条件募集

随
時
募
集
（
新
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
課
生
活
環
境
係　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

済
済

Ｄ
Ｃ

Ｅ

野尻
駅

大桑小学校

至 塩尻

至 中津川

分譲地

木曽川
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10
月
６
日
、
大
桑
村
建
設
事
業
協
力

会
（
半
坂
純
孝
会
長
）
の
会
員
30
名
が
、

村
道
殿
小
川
１
号
線
な
ど
の
枝
払
い
や

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
桑
村
建
設
事
業
協
力
会
は
村
内
の

建
設
企
業
23
社
で
構
成
さ
れ
、
地
域
貢

献
の
た
め
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
協
力
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

建
設
事
業
協
力
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰  

受
賞

　

勝
野
誠
吾
さ
ん
（
茶
屋
町
）
が
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の

健
全
な
普
及
及
び
発
展
に
貢
献
し
、
地

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な

成
果
を
上
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
文

部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
長
野
県
相
撲
連
盟
理
事
を
務

め
る
勝
野
さ
ん
は
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
以
上
、
大
桑
村
の
児
童
・
生
徒
に
相
撲

の
指
導
を
続
け
て
お
り
、
教
え
子
た
ち
の

中
に
は
国
体
に
出
場
経
験
の
あ
る
子
も

い
ま
す
。

　

受
賞
に
あ
た
り
勝
野
さ
ん
は
「
相
撲

は
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
礼
儀
作
法
の

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、
人
を
敬
い
相
手
を

尊
重
で
き
る
青
少
年
の
育
成
に
も
な
り
ま

す
。
50
年
以
上
相
撲
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、

今
後
も
心
技
体
を
鍛
え
、
国
技
相
撲
道
を

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
微
力
で
す
が
支
え
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲勝野 誠吾さん
（茶屋町）▲村道での枝払いの様子

送付時期 国民年金保険料納付期間

令和５ 年 10月下旬
～ 11月上旬 令和５年 1 月１日から10月 2 日

令和６年 ２ 月上旬 令和５年10月３日から12月31日

問い合わせ先

●ねんきん加入者ダイヤル　℡ 0570-003-004（ナビダイヤル） 

　年末調整や確定申告で社会保険料の控除を受ける場合、令和５年中に納められた国民
年金保険料の全額が対象となります。
　日本年金機構から下表の日程で送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」を申告の際に添付してください。
　なお、家族の国民年金保険料を納付された場合も控除の対象となります。

日本年金機構から日本年金機構からののお知らせお知らせ
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音
声
告
知
放
送
端
末
は
、
直
近
の
放
送
を

４
件
ま
で
録
音
し
て
い
ま
す
。
緑
色
に
点
灯

し
て
い
る
「
用
件
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
新

し
い
放
送
か
ら
順
番
に
再
生
し
ま
す
。

　

放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
や
繰
り
返
し
聞

き
た
い
場
合
は
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
５
年
に
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
が
９

月
26
日
、
村
内
で
初
め
て
捕
獲
さ

れ
ま
し
た
。

　

村
で
哺
乳
類
の
特
定
外
来
生
物

が
捕
獲
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。ア

ラ
イ
グ
マ
っ
て 

 

ど
ん
な
生
き
物
？

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
北
米
原
産
の
ア

ラ
イ
グ
マ
科
の
動
物
で
、
タ
ヌ
キ

や
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
似
て
い
ま
す
が

全
く
別
の
動
物
で
す
。

　

見
分
け
方
と
し
て
は
、
尻
尾
の

模
様
が
輪
を
並
べ
た
模
様
で
あ
る

こ
と
、
鼻
筋
に
黒
い
模
様
が
あ
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
ペ
ッ

ト
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
逃

が
さ
れ
た
こ
と
で
全
国
的
に
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害

　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
と
し
て
一

番
に
考
え
ら
れ
る
の
は
農
業
被
害

で
す
。
ス
イ
カ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ト
マ
ト
等
甘
い
野
菜
や
穀
物
が
主

な
被
害
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
は
家
屋

の
屋
根
裏
等
へ
の
侵
入
で
す
。
３
㎝
程

度
の
穴
が
あ
れ
ば
板
を
こ
じ
開
け
る
な

ど
し
て
侵
入
し
ま
す
。

　

侵
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
糞
尿
被

害
や
、
鳴
き
声
・
足
音
な
ど
の
騒
音
被

害
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

危
険
性

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
う
か
つ
に
手
を
出
す

と
噛
み
つ
い
た
り
、
引
っ
か
い
て
く
る

可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
病
原
体
を
持
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
特
に
危
険
な
も
の

と
し
て
狂
犬
病
や
寄
生
虫
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
病
気
も
身
体
に

重
篤
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
特
定
外
来
生
物

は
、
個
人
で
の
飼
育
や
生
き
た
ま
ま
の

移
動
、
許
可
の
な
い
者
に
よ
る
捕
獲
が

基
本
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
姿
を
見
た

り
、
被
害
を
発
見
し
た
際
は
、
産
業
振

興
課
農
林
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

音
声
放
送
は
繰
り
返
し
聞
け
ま
す

音
声
放
送
は
繰
り
返
し
聞
け
ま
す

ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意

ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意

　

縁
結
神
社
、
御
嶽
教
木
曽
本
宮
、

臨
川
寺
を
巡
り
交
流
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

開
催
日
時

　

 

11
月
26
日
㈰ 

10
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

木
曽
出
逢
い
の
輪

　

第
５
回 

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
輪 

　

 《 

運
氣
を
呼
び
込
む
風
水
講
座
》

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
危
機
管
理
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲  丸印内の用件ボタンを押すことで 
再生できます

結
婚
支
援

結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

参参

加加

者者

募募

集集

　

郡
内
６
町
村
が
連
携
し
て
実
施
す

る
結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格

　

男
性
： 

20
〜
40
代
の
木
曽
郡
在
住

者
で
独
身
者

　

女
性
：
20
〜
40
代
の
独
身
者

募
集
人
数

　

男
性
５
名
、
女
性
５
名

参
加
費

　

男
性
２
０
０
０
円

　

女
性
１
０
０
０
円

申
込
期
限

　

11
月
21
日
㈫

申
し
込
み
先

　

 

一
般
社
団
法
人　

木
曽
人 

 

（
委
託
事
業
者
）

℡
０
７
０
‐
１
５
３
８
‐
２
３
２
０ 

kisojindeai@
gm
ail.com

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課
農
林
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０
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担
い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
話
し
合
い
に
よ
り
地

域
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
担
い
手
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
と
い
っ
た
具

体
的
な
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

地
域
全
体
で
農
業
を
考
え
守
っ
て
い

く
第
一
歩
と
し
て
、
計
画
策
定
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課
農
林
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

地
域
の
農
業
の
こ
れ
か
ら
を
示
す
地

域
計
画
の
策
定
が
始
ま
り
ま
す
。

　

農
業
や
農
村
は
、
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
食
料
の
供
給
や
環
境
保

全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
地
域
文
化

の
伝
承
な
ど
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
全
国
的
な
少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
少
や
産
業
構
造
の
変

化
に
よ
り
農
業
従
事
者
は
減
少
し
、
農

地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
危
機

的
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
普

段
の
仕
事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従

事
す
る
農
業
従
事
者
の
う
ち
約
８
割
が

70
歳
を
超
え
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
農
業
従
事
者
の
減
少
、
そ

れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
農
地
の
効
率
的
な

利
用
や
地
域
内
外
か
ら
の
農
地
の
担
い

手
確
保
を
目
的
と
し
て
地
域
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

地
域
計
画
の
概
要

　

地
域
計
画
は
、
地
域
農
業
の
将
来
を

守
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
っ
て
作
る
計
画
で
す
。
計
画
で
は
、

10
年
後
に
目
指
す
地
域
の
姿
を
描
い
た

目
標
地
図
を
作
成
し
、
就
農
や
規
模
拡

大
を
考
え
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
あ
っ

せ
ん
等
に
活
用
す
る
な
ど
、
農
地
の
集

積
や
効
率
的
な
利
用
を
考
え
る
上
で
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に

策
定
し
ま
す
。

目
標
地
図
作
成
の
流
れ

　

地
域
計
画
で
は
、
担
い
手
へ
の
集
約

や
村
内
外
か
ら
の
新
規
参
入
が
見
込
め

る
農
地
を
「
守
る
べ
き
農
地
」
に
設
定

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
に
補
助
事
業

で
基
盤
整
備
を
し
た
農
地
な
ど
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
目
標
地
図
に
は
、
守
る

べ
き
農
地
の
10
年
後
の
利
用
状
況
見
込

み
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
、
利
用
が

見
込
ま
れ
る
者
の
個
人
名
、
法
人
名
等

を
地
図
に
落
と
し
込
み
ま
す
。
利
用
状

況
見
込
み
の
例
と
し
て
「
現
在
の
管
理

者
が
引
き
続
き
耕
作
」
「
後
継
者
が
継

承
し
て
耕
作
」
「
認
定
農
業
者
、
集
落

営
農
組
織
、
半
農
半
Ｘ
な
ど
の
担
い
手

へ
任
せ
る
」
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら

れ
、
一
筆
ず
つ
に
土
地
所
有
者
の
意
向

が
反
映
さ
れ
ま
す
。
完
成
後
は
、
個
人

情
報
と
な
る
部
分
を
除
き
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

地
図
の
作
成
手
順

❶ 

守
る
べ
き
農
地
の
所
有
者
を
対

象
に
10
年
後
の
利
用
状
況
見
込

み
を
調
査
。
た
だ
し
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業
の
対
象
農

地
は
、
集
落
戦
略
で
同
様
の
意
向

調
査
を
行
っ
て
い
る
た
め
省
略
。

❷ 

❶
の
結
果
を
基
に
、
村
及
び
農

業
委
員
会
が
素
案
地
図
を
作
成
。

❸ 

対
象
農
地
所
有
者
や
農
業
関
係

者
に
よ
る
協
議
の
場
を
開
き
、

素
案
地
図
を
修
正
し
完
成
。

　

❸
の
協
議
の
場
で
は
、
地
域
の

農
地
利
用
に
つ
い
て
の
将
来
像
を

話
し
合
い
、
将
来
像
と
各
個
人
の

意
向
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
目
標
地
図
の
作
成
を
し
ま
す
。

　

「
10
年
後
の
利
用
見
込
み
を
聞
か
れ

て
も
、
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

目
標
地
図
に
記
載
し
た
内
容
は
必
ず
し

も
10
年
後
そ
の
通
り
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
修

正
も
可
能
で
す
。

地
域
計
画
の
策
定定定
策策策策策策策策策策
定定定定
策
定定定定定
策
定定定定定
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

目標地図イメージ

　個人の意向や地域の将来像を話し合い、個人の担い手や法人
の農地集積が目標となりました。また、新たな担い手が現れた
際には、検討中の農地等を紹介することもできます。

目標地図（10年後の見込み）

個人Ｂ個人Ｂ

個人Ｂ個人Ｂ

個人Ｂ個人Ｂ

法人Ａ法人Ａ

検討中検討中

個人Ｃ個人Ｃ

法人Ａ法人Ａ

検討中検討中

個人Ｄ個人Ｄ

現　　状

個人Ａ個人Ａ

個人Ｂ個人Ｂ

個人Ｂ個人Ｂ

法人Ａ法人Ａ

個人Ｃ個人Ｃ

個人Ｃ個人Ｃ

個人Ｄ個人Ｄ

個人Ｅ個人Ｅ

法人Ａ法人Ａ
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
主
に
『
森

の
里
の
秋
ま
つ
り
』
の
話
と
、
今
後

の
予
定
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

森
里
の
話
を
す
る
の
に
、
６
月
号

を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
開
催
す
る
か
し
な
い
か
の
話
が
出

て
き
た
頃
で
し
た
。「
私
は
ぜ
ひ
開

催
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
観
光
』
の
要
素
を
付
け
加
え
、
村

外
か
ら
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
出

店
を
加
え
て
、
み
な
さ
ん
が
楽
し
め

る
企
画
に
で
き
な
い
か
」
と
書
い

て
い
ま
し
た
。「
花
火
大
会
だ
け
で

い
い
の
で
は
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
開
催
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の

は
７
月
の
下
旬
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
か
な
り
遅
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、

多
く
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
９
月
の
下
旬
か
ら
前
日
ま
で
、

バ
タ
バ
タ
続
き
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま

れ
、
出
店
者
や
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
き
な
問

題
も
な
く
、
多
く
の
人
に
ご
来
場
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
45
の
出
店
に
、

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
、
プ
ラ

ス
ち
ょ
っ
と
ア
イ
ド
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

約
５
０
０
発
の
打
上
花
火
。
み
な
さ
ん
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　

４
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
方
々
の
出
演
が
難
し

く
、
今
回
音
楽
と
学
生
と
い
う
く
く
り

で
ス
テ
ー
ジ
を
進
行
し
ま
し
た
。
出
店

も
約
半
数
が
村
外
か
ら
の
出
店
で
、
遠

く
は
千
葉
県
か
ら
出
店
い
た
だ
き
ま
し

た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
５
台
出
店
、
４

年
前
の
森
里
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
村
民
の
み
な
さ
ん
は
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
の
だ
ろ
う
か
？　

今
終

わ
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
店
者

の
多
く
が
完
売
で
、
喜
ん
で
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
が
楽
し
ん
で
色
々
買
っ
て
く
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？　

み
な
さ
ん
の

声
を
聞
く
方
法
は
な
い
も
の
か
な
ど
、

色
々
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。
も
し
村
内

で
見
か
け
た
ら
、
一
言
で
も
い
い
で
す

か
ら
ご
意
見
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
メ
だ
っ
た
と
こ

も
含
め
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
に
今
後
の
予
定
を
少
し
話
し
ま
す
。

３
年
間
続
い
て
い
る
中
学
２
年
生
の
竹

イ
ル
ミ
製
作
を
、
来
月
授
業
で
取
り
上

げ
て
も
ら
い
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
ア

イ
デ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
が
飛
び
出
す
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
時
期
は
未
定
で

す
が
、
そ
の
竹
イ
ル
ミ
は
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
点
灯
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
１
件
、
12
月
３
日
に
長
野

県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座

N
A
G
A
N
O

」
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
。

　

「『
須
原
ば
ね
そ
』
踊
り
講
習
会
〜

西
尾
酒
造
・
木
曽
の
か
け
は
し
を
利
く

〜
」
と
題
し
、
須
原
ば
ね
そ
保
存
会
の

協
力
の
も
と
、
銀
座
で
ば
ね
そ
を
踊
り

ま
す
。
参
加
者
の
方
々
と
踊
り
を
通
し

て
仲
良
く
な
り
、
そ
の
後
西
尾
酒
造
の

お
酒
や
木
曽
の
銘
菓
と
お
茶
で
歓
談
し

ま
す
。
参
加
者
の
内
の
お
一
人
で
も
、

大
桑
村
に
興
味
を
持
っ
て
訪
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

と
り
と
め
も
な
く
書
き
ま
し
た
。
３

年
半
を
過
ぎ
て
も
な
お
暗
中
模
索
で
す

が
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
が
楽
し
い
と

思
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

　

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
急
速
な
普
及
な
ど
、
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
若
者
を
孤
立
さ
せ
ず
、
地

域
全
体
で
支
え
て
い
く
社
会
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

重
点
課
題

❶  

若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進

❷  

子
ど
も
を
犯
罪
や
有
害
環
境

等
か
ら
守
る
た
め
の
取
組
の

推
進

❸ 

児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

❹ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

❺  

生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭

へ
の
支
援

子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間

▲高校生バンドの演奏

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

大
桑
村
教
育
委
員
会 

子
ど
も
教
育
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０
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大桑村地域包括支援センター大桑村地域包括支援センター
TEL ＊＊ 55-4022（直通）TEL ＊＊ 55-4022（直通）

包括支援包括支援
センターだよりセンターだより

千村 希美子 千村 希美子 保健師保健師

　

み
な
さ
ん
自
分
が
ど
う
生
き
て
、
逝

き
た
い
か
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
ま
た
、
ご
家
族
や
大
切
な
人
と
話

し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
縁
起
で
も

な
い
と
思
う
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
時
が
い
つ
訪
れ
る
か
は
誰
に

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身
の
心

に
余
裕
が
あ
る
時
に
一
度
ゆ
っ
く
り
考

え
る
時
間
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
回
は
「
人
生
会
議
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
人
生
会
議
」
と
は

　

人
は
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
関

わ
る
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
命
の
危
機
が
迫
っ
た

状
態
に
な
る
と
、
約
70
％
の
人
が
医
療

や
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
望
み

を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
前

に
、
前
も
っ
て
あ
な
た
が
望
む
医
療
や

ケ
ア
に
つ
い
て
、
大
切
な
人
と
繰
り
返

し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
り
組
み
を 

「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
＝
人
生
会
議
」
と
呼
び

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
❶ 

　

人
生
の
最
期
に
過
ご
し
た
い 
 

場
所
を
話
し
合
う

　

厚
生
労
働
省
が
令
和
４
年
度
に
行
っ

た
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
・
ケ
ア
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
よ

る
と
、
お
よ
そ
１
年
以
内
に
死
に
至
る

と
考
え
た
時
の
過
ご
し
た
い
場
所
（
希

望
）
と
し
て
「
自
宅
」
と
回
答
し
た
人

が
最
も
多
く
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
令
和
３
年
度
に
実
際
に
亡
く
な
っ

た
場
所
（
現
実
）
で
最
も
多
か
っ
た
の

は
「
医
療
機
関
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ど
こ
で
最
期
を
迎
え
た
い
か
は
そ
の
人

の
心
身
の
状
態
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
族
等
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
一
度
決
め
た
ら
終

わ
り
で
は
な
く
、
何
度
も
繰
り
返
し
話

し
合
う
中
で
、
お
互
い
の
折
り
合
い
が

つ
く
と
こ
ろ
が
見
つ
か
れ
ば
、
最
期
の

場
所
と
し
て
ど
こ
を
選
択
し
た
と
し
て

も
、
こ
の
希
望
と
現
実
の
差
は
狭
ま
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ポ
イ
ン
ト
❷ 

　

本
人
の
希
望
と 

 
家
族
の
思
い
を
話
し
合
う

　

み
な
さ
ん
は
誰
か
に
看
取
ら
れ
る
経

験
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
誰
か
を
看

取
っ
た
経
験
が
あ
る
人
は
い
る
と
思
い

ま
す
。
中
に
は
命
の
危
機
に
立
ち
合
い
、

医
療
や
ケ
ア
に
関
す
る
判
断
を
迫
ら
れ

た
経
験
が
あ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

本
人
が
元
気
な
時
に
「
延
命
治
療
を

望
ま
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
ま
さ
に
今
そ
の
判
断
を
迫
ら
れ

た
家
族
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ

と
で
、
命
を
短
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
逆
に
家
族
の
思
い
を
優
先
し
、
本

人
の
望
ま
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
人
も
い
ま
す
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
”こ
れ
で
良
か
っ
た

の
か“
と
の
思
い
は
残
り
や
す
い
た
め
、

”こ
れ
で
良
か
っ
た“
と
思
え
る
よ
う
、

大
切
な
人
の
た
め
に
何
度
も
話
し
合
う

経
験
を
積
ん
で
い
く
の
も
一
つ
の
方
法

で
す
。

終
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
「
人
生
会
議
」
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
生
の

最
終
段
階
に
至
る
ま
で
の
過
ご
し
方
も

今
を
生
き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

自
分
が
ど
こ
で
ど
う
過
ご
し
た
い
か
を

考
え
る
時
に
ど
う
か
大
切
な
人
の
こ
と

も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

あ
く
ま
で
も
個
人
の
主
体
的
な
行
い
に

よ
っ
て
考
え
、
進
め
る
も
の
で
す
。
知

り
た
く
な
い
、
考
え
た
く
な
い
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
考
え

方
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

1111
月月
3030
日日  

（
い
い
看
取
り
・
看
取
ら
れ
）

（
い
い
看
取
り
・
看
取
ら
れ
）はは  

  

「
人
生
会
議
の
日
」

「
人
生
会
議
の
日
」
で
す
で
す

● 

ア
ド
バ
ン
ス 

　
（A

dvance

）：
前
も
っ
て

● 

ケ
ア 

　
（C

are

）：
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

● 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

　
（Planning

）：
計
画
す
る
こ
と

およそ１年以内に死に至ると考えたときの過ごしたい場所

出典：令和４年度人生の最終段階における医療・ケアに関する意識調査（厚生労働省）

図１

0 20 40 60 80 100

医療機関 介護施設 自宅 無回答

実際の死亡場所

出典：令和３年度人口動態調査

図２

0 20 40 60 80 100

医療機関 介護施設 自宅 その他

41.6％ 10.0％ 43.8％ 4.6％

67.4％ 13.5％ 17.2％ 1.8％
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情報掲示板情報掲示板
問   
福
祉
健
康
課
福
祉
係 

　
℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０ 

木
曽
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課 

　
℡
＊
＊
25
‐
２
２
１
８

開
催
日

　

11
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

会　

場

　

上
松
町
ひ
の
き
の
里
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
上
松
駅
前
）

時　

間

　

18
日
： 

午
前
10
時
か
ら 

 

午
後
５
時

　

19
日
： 

午
前
９
時
か
ら 

 

午
後
５
時

入
場
料

　

無　

料

作
品
種
目

　

陶
芸
、
木
彫
、
金
工
、
絵

画
、
書
、
俳
句
、
短
歌
、
写

真
、
手
芸
、
盆
栽
等

特
別
企
画

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
絵
を
会
場
内
に
展
示

し
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基
金
（
Ｊ
Ｃ

Ｆ
）
か
ら
支
援
を
受
け
た
お
礼

と
し
て
、
日
本
に
送
ら
れ
た
絵

で
す
。

問   

長
野
県
福
祉
大
学
校

℡
０
２
６
６
‐
57
‐
４
８
２
１

　

長
野
県
福
祉
大
学
校
で
は
、

保
育
及
び
介
護
福
祉
に
関
す
る

専
門
的
技
術
と
知
識
を
修
得

し
、
地
域
福
祉
を
リ
ー
ド
す
る

意
欲
の
あ
る
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

保
育
学
科

一
般
選
抜 

出
願
期
間

　
12
月
12
日
㈫
か
ら
26
日
㈫
ま
で

問   

県
庁
県
民
の
学
び
支
援
課 

　
℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０
５
６

長
野
県
み
ら
い
基
金
松
本

事
務
所 

　
℡
０
２
６
３
‐
50
‐
５
５
３
５

　

信
州
の
特
色
あ
る
学
び
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
遊

び
、
学
び
な
が
ら
生
き
抜
く
力

を
育
む
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」

や
「
信
州
自
然
留
学
（
山
村
留

学
）」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に
伸

ば
す
取
り
組
み
で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
あ
な
た
の
寄
付
で
応
援

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

寄
付
金
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

寄
付
先

　

信
州
自
然
留
学
、
信
州
や
ま

ほ
い
く
な
ど
信
州
の
特
色
あ
る

学
び
に
取
り
組
む
団
体
、
ま
た

は
事
業
全
体
や
応
援
し
た
い
区

分
（
信
州
自
然
留
学
へ
寄
付
な

ど
）

寄
付
募
集
期
間

　

令
和
６
年
１
月
10
日
ま
で

（
予
定
）

　

寄
付
の
方
法
や
詳
し
い
取
り

組
み
内
容
は
特
設
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

　

令
和
６
年
１
月
18
日
㈭

介
護
福
祉
学
科

一
般
選
抜
（
後
期
） 

出
願
期
間

　
11
月
16
日
㈭
か
ら
30
日
㈭
ま
で

試
験
日

　

12
月
16
日
㈯

　

そ
の
他
試
験
に
関
す
る
詳
細

は
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時

　

12
月
16
日
㈯

　

10
時
か
ら
16
時

面
談
相
談

▼ 

長
野
会
場 

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼ 

松
本
会
場 

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド 

松
本
市
会
館

※ 

予
約
不
要
で
す
が
、
事
前
予

約
優
先
で
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
相
談

　

 

０
１
２
０
‐
１
２
１
２
１
８ 

（
当
日
の
み
有
効
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

　

友
だ
ち
検
索
で
「
＠
６
９
９

ｋ
ｍ
ｓ
ｑ
ｆ
」
を
検
索
「
日
司

連
（
困
り
ご
と
無
料
相
談
）」

を
友
だ
ち
に
追
加

相
談
例

・
借
金
で
苦
し
ん
で
い
る

・
生
活
保
護
を
受
け
た
い

・ 

相
続
放
棄
に
つ
い
て
知
り
た

い
・
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
る

 

等

第
28
回
木
曽
地
域

シ
ニ
ア
作
品
展
開
催

長
野
県
福
祉
大
学
校

令
和
６
年
度

入
学
生
募
集

信
州
の
特
色
あ
る

学
び
を
応
援
し
て

み
ま
せ
ん
か

年
末

困
り
ご
と
相
談
会

▲ 長野県ＨＰ

▲  公共的活動応援サイト 
「長野県みらいベース」

●
予
約
電
話
番
号 

　

０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

●
事
前
予
約
受
付
時
間 

　
11
月
15
日
㈬
か
ら
12
月
14
日
㈭

　

平
日
９
時
か
ら
16
時
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の行事予定
1 金
2 土 推しレコ！（図書館）

3 日
4 月
5 火 健康教室（野尻地区館）

6 水 むすび座人形劇（保育園）

7 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

8 金
9 土
10日
11月
12火 健康教室（野尻地区館）

13水 図書館おはなし会（図書館）
ゴールデンシューの日（野尻地区）

14木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

15金
16土
17日
18月
19火 健康教室（野尻地区館）

20水 なんでも相談（須原地区館）

21木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

22金 クリスマス会（保育園）

23土 図書館 de シネマ（図書館）

24日
25月 二学期終業式（小学校・中学校）

26火 健康教室（野尻地区館）
二保期納め（保育園）

27水

28木 官公庁仕事納め
図書館整理日・休館  ～１月３日まで

29金
30土
31日

1212月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 6、13、20、27
英 会 話 ① 19：30 6、13、20、27
押 し 花 教 室 ② 10：00 22
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 13
レザークラフト ⑦ 9：30 5、19
陶 芸 教 室 ④ 10：00 休み

コール・マルベリー
① 19：30 6、20
② 19：30 13

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 5、12、19
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 12、26
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 6、13、20
ヨ ガ ② 14：00 9、23
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 11
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 4、11、18
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 休み
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 2、16
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 9、23
池坊いけばな教室 ③ 12：30 12、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 14

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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10
月
14
日
、大
桑
保
育
園
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
は
か
な
り
冷
え
込
み
ま
し
た
が
、
よ
く
晴
れ
て
ま
さ

に
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
数
年
間
、
運
動
会
の
観
覧

者
数
を
制
限
、
種
目
に
つ
い
て
も
未
満
児
が
参
加
す
る
競

技
や
保
護
者
の
参
加
す
る
競
技
も
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
そ
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も
な
く
な
り
、
久
し

ぶ
り
に
園
児
の
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が
多
く
来
場
し

ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
見
守
る
中
、
園
児
た
ち
は
笑
顔
い
っ

ぱ
い
に
か
け
っ
こ
な
ど
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

12月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
10 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
17 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
24 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
29 日㈮ 大脇医院（上松町） 52-2023
30 日㈯ 大脇医院（上松町） 52-2023
31 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731

村の人口
1,495 世帯

（前月比－４世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ １ １
死　　　亡 １ ５ ６
転　　　入 ０ ０ ０
転　　　出 ８ １ ９
総　人　口
（前月比）

1,616
（－９）

1,720
（－５） 

3,336
（－ 14） 

（11月１日現在・住民基本台帳登録人数）

お詫びと訂正
　広報 10月号で誤りがありましたので、お詫
びして訂正します。
・�11p「ごめいふくをお祈りいたします」
【誤】�弓矢�喜代子　　【正】�弓谷 喜代子

9月・10月のできごと９月 25 日  砂防教室

９月 29 日・30 日  第 69 回桑華祭 10 月 16 日  中学校除伐体験

９月 25 日  村防災訓練・講演会
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広

報
お
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く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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